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ごあいさつ 

 7 月、今年こそ高いあんみつにチャレンジしようと思うアースベースのノザワです。 

 今月は広重『大はしあたけの夕立』です。雨の様子が美しい、ゴッホも模写したとい

う名作です。現場の新大橋は浜町⇔森下にある同橋にはこの浮世絵のレリーフがあります。

この絵ははたして、どっちからどっちを見たものなのでしょう？橋の両側両面についてい

るからわかりません(笑)。…実は浜町側から森下方面の方だそうです。今年もゲリラ豪雨

に注意したいですが、どう注意したらいいのか、降ってきていたらわかりませんね。 

 

異次元への入口 

 まず両端の画をご覧下さい。何に見えますか？昔あったバーチャ

ル空間？違います。氷の下？これも違います。リルルがふわふわし

ていたところ？マニアックな！だけど違います。場所は小松川、ア

ースベース内。そう、アスベの中には実は A国の超秘密諜報機関の、

異次元空間警備部の入口があるのです！出入りする時に開く、その

異次元空間を写したものなのです。つい先日もエイリアンが侵略し

にくるという情報を聞きつけ、A国の特殊部隊がアスベからこの空間

を通って宇宙ポイント 001F までワープし、無事悪の手から地球を救ってくれたのです。

ある作業台、1 ㎝程ある厚さのガラステーブルを側面から撮影した物なのです。透明なのか

と思いきや、ビリジアンがかった海中のような光景。氷の下、というのが一番近いかもしれ

ません。ガラスの細かな傷に、蛍光灯や日光が奇麗に反射して神秘的。時間や明るさによっ

て光り方がまた違いそうですね。気が付いていない世界、他にもあるかもしれません。 

 

闘う者達に捧ぐ～雨～ 

 夏、ツバメが飛び、逃げ水が見られるようになる頃なると、

看板屋は《雨》との闘いにもなります。雨は屋外施工者にとっ

て天敵なのです。まして長雨等考えただけで（もっとも、看板

業に限りませんが）！！無風で晴天が良いに決まってます。し

かしこの時季は日差しがするどい！…つまり、我々にとって自

然は驚異、ましてや “夏”なんて敵ばかりなのです。でもで

も何、男は外に出れば七人の敵がいる。味方につけば百人力な

のです。それでももしも暑い中に作業している人がいたら、こ

っそりとエールを送ってやって下さいね。 

 



親父心にブルースを 

▷工具が似合うその人を、いつしかアースベースの連中は《パパ》と呼び出した。もちろん、その
人が人の親である事に間違いはないが、いやはや、たしかにたしかに、パパと呼称されてさしつか
えない人だった。▷某日、アスベはちょっと遠征した。大きな橋を二つ越えた先という、なかなか
な臨時作業場である。一部メンバーは車で迎え――注釈・決して贅沢な物ではない――があったか
らよかったが、どうしても一人乗れない。そんな中、なんとパパは自転車で行く、と言い出した。
「橋二つですよ、大丈夫ですか？！」「大丈夫すよ」！持ち前のやる気と好奇心と志で仕事を無事や
り終えたメンバーは帰社することになった。もちろんパパは自転車でアスベまで。「気を付けてね！」
車メンバーは地元独特の渋滞にはまり、ようやく抜け出した頃には例の橋に差し掛かっていた。同
乗のメンバーがぽつり。「あれ、パパじゃね？！」指をさした先を見るメンバー。たしかにパパが必
死でママチャリを漕いでいる。放っとけばいいものを、メンバーは手動のウィンドウを開けて声を
かける。「パパー、頑張れー」気が付いたと見えて、パパは奥歯を食いしばって立ち漕ぎで声援に答
えた。数分後、息を切らしたパパが無事帰ってきた。“おかえりなさい”！▷パパの腰元には、たい
てい砂糖とミルクの多いコーヒーのペットボトルがぶら下がっていた。単に甘くマイルドなコーヒ
ーが好きなだけとも思うが、いかんせん『MAXコーヒー』は甘すぎる。お子様方と家で戦い、仕事

でカロリーを消費するのだから、必要なエネルギーだったの
だろう。いつぞや、間違えて買ってしまったのか、あるいは
気まぐれか、ブラックコーヒーだったのはたった一度だけ、
と記憶する。▷そんな《アースベースのパパ》はこのたびア
ースベースの冠を脱ぐ事になった。沢山世話になった。家で
も家族と相手をし、仕事でも子供のような人達の相手をして
くれたからだ。パパの場所が、単純に変わるだけなのだ。こ
ういう方なのだから、アスベで培ったそれを無駄にするよう
な事はないだろう。新地でもあの“パパフラ”が、微笑みを
与える事であろう。そして、微笑みを与えていてくれた事に
心から感謝申し上げます。お疲れさまでした。▷近い将来、
その子供達がこのパパのもとを卒業して行く際、どんなふう
にぼろぼろに男泣きするか、想像に難くは無いだろう。 

 

編集後記 

いよいよ夏がやってきます。少し梅雨寒が続いたのかと思ったら、酷暑に大雨。 

たくさんどうかお気を付けて下さい。 

 

【月刊地球基地】 発行人：一般社団法人 EARTH BASE 
健常者と障がい者が一緒になって看板・サイン・ポスターなどを製作しています。 

〒132-0034 東京都 江戸川区 小松川 3-2-1 テクノタウン 306  TEL：03-5875-5941 FAX:03-5875-5942 
mail：info@earth-b.jp URL：http://www.earth-b.or.jp/ 


